
令和７年度第２回運営推進会議  会議記録 

 

 

■事業所名  社会福祉法人母恋  デイサービスセンターいきがい 

 

■住  所  室蘭市新富町１丁目２番２号 

 

■事業種類  ①地域密着型通所介護事業 ②第１号通所事業 

 

■開催日時  令和８年３月３０日 月曜日  午後３時００分  

 

■開催場所  室蘭市新富町１丁目２番２号  シニアマンションすずらん１階 地域交流室 

 

■出席者（敬称略）  ・利用者   １名 

            ・地域代表 新富町会会長              中西 盛雄 

            ・地域代表 母恋地区民生委員児童委員協議会会長  阿部 信一  

            ・地域代表 御崎町会副会長            田上 憲子 

            ・室蘭市地域包括支援センター母恋管理者      井脇真澄美 

            ・室蘭市役所保健福祉部高齢福祉課主査（介護保険） 後藤  桂 

 

■事務局出席者    ・管理者   簑島ひろみ 

・課長    工藤 恵美 

            ・生活相談員 吉田  茜 

            ・所長    三谷 洋一 

  ■開会挨拶 

        管理者の簑島ひろみより「国による新たな加算制度の導入などによって少しでも職員の待遇

改選につながればと思っている。本日は皆様から様々なご意見をいただき、さらなるサービ

スの向上を目指していきたいのでよろしくお願いしたい」との挨拶があった 

  

■活動報告 （要旨）＊資料・写真で説明 

 

     １．新たな取り組み 

       ①非常用電源設備の設置（車のバッテリーで事務所の照明を確保） 

       ②お誕生日カードの見直し（自分の写真を入れてほしいとの要望に対応） 

 

２．感染状況・感染防止対策 

       ・３月の運営推進会議以降に新型コロナウイルスに感染した利用者１名、職員３名 

       ・手消毒やマスク着用などの感染防止対策は継続中 

 

      ３．職員研修 

        ・令和７年９月から令和８年３月まで法人合同研修として５回開催 

        ・デイ独自でも「介護保険制度改正について」「入浴介助について」などをスタッフ会議の際

に実施 

 

      ４．運営状況 

・１２月から１月にかけて入院や施設入所などで一時的に減少したが、新規の受け入れも順

調にあることから微増となっている 

 



      ５．活動状況 

        ・日頃の様子を写真で紹介 

        ・デイやケアハウスのイベントなどの様子を紹介するため YouTube の「社福母恋介護チャ

ンネル」で発信中 

        ・利用者同士やスタッフとのコミュニケーションを増やすとともに、個々の希望に合わせて 

         間違い探しや計算、数独、塗り絵、創作活動、カラオケ、麻雀などを行っている 

        ・入浴は体調を確認しながら希望に応じてゆっくり温まってもらえるよう配慮 

 

      ６．救急搬送状況 

        令和８年１月１６日   ８８歳 女性 

        入浴後、服を着て休憩中に血圧低下で意識がなくなり救急車要請。救急隊到着時までに意識

は戻ったが心電図に異常が見られたため検査を行ったが特に問題はないとのことで帰宅。そ

の後、デイの利用時でも異常はない。 

 

      ７．ヒヤリハット事例 

        ・トイレから歩行器につかまりながら後ろ向きに出てきた際に後方にバランスを崩した 

        ・浴槽に入るための階段でバランスを崩した 

        ・入浴中、足が浮いて後ろに倒れそうになった 

         ＊いずれも転倒やケガはない 

 

      ８．今後の取り組み 

        ・ラジオ体操や口腔体操の他、YouTubeを活用した誤嚥防止などの体操も実施 

        ・利用者の皆さんが一緒に楽しめて盛り上がるようなトランプやゲームなどを優先して実施

していく 

        ・各自の得意分野を活かせる創作活動や脳トレ、自由活動などをさらに充実させていく 

        ・日常生活でも身体を動かしてもらうよう家庭でもできる運動を紹介 

        ・地域への情報提供や地域包括支援センターなどとの信頼関係構築に努める 

 

      ９．虐待防止・身体拘束適正化委員会 

        ・これまで虐待の事例はない 

        ・厚生労働省公表の令和６年度における介護事業所・施設の職員による虐待件数は過去最多 

 

       １０．感染症予防対策委員会 

        ・令和８年２月に職員のコロナ感染が続いたため、体調がいつもと違う時は相談・検査する

ことを全体で確認 

 

         

■質問・意見・要望         

  

    （意見）・転倒して 4 か月入院したが寝たきりにならないようリハビリを頑張り歩く能力を維持する

ことができた 

        ・デイで男性の利用者を見ていると日頃あまり話さない人でも共通の話題がある人とはよく話

をするようだ 

    （意見）・新富町会では約１１０世帯のうち６０世帯が高齢者世帯である。町会の行事には参加しなく

ても「きずなかふぇ」には参加する人が多く、やはり内容が良いからだと思う 

        ・文化展は高齢化で出展する人も少なくなり中止したが、モルックを購入して町会のイベント

として実施したが好評だった 

    （意見）・「きずなかふぇ」の話は聞いており蘭西地区の協議会としてもそのようなカフェができれば

とも考えている 



        ・民生委員も高齢化して厳しい状況だが一人暮らしで大変な人には包括母恋に連絡するよう伝

えている 

    （意見）・町会として毎月えみなメイトに参加しているが出席者がだんだん少なくなっており、こちら

のデイでのいろいろな活動の様子の写真を見せてみんなで検討したい 

    （包括母恋）・阿部会長はじめ民生委員の方からの連絡で施設入所につながるケースもあり今後も連携

を密にしていきたい 

       ・現在通っているデイサービスに不満がある人をこちらのデイに依頼して上手くいくケースが

多いので、今後も利用者それぞれに添った対応をお願いしたい 

    （室蘭市）・こちらのデイサービスでは活動のメニューが豊富で一人でもたくさんでも楽しめるものが

用意されており好印象を持った 

        ・「きずなかふぇ」の利用率も高く YouTube の発信などを通して閉じこもりがちの人が少し

でも多くデイサービスを利用するようになればと思う 

 

■閉会挨拶   所長の三谷より「私たちのデイサービスではお風呂や食事などをゆっくり楽しんでもらうの

はもちろん、自分の好きな創作活動や笑いのあるコミュニケーションなどで少しでも元気に

なってもらえることがスタッフの喜びであり大きな目的でもあるので今後もよろしくお願い

したい」との挨拶があった 

 

■閉 会    午後３時４５分    

        

   

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


